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インドの多様な自然 
左上：[北部インド]聖なる山ナンダ・デヴィ（wikimedia） 

中：[中部インド]虎の保護区の一景（インド政府観光局） 
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日本最大級のインド・フェスティバル「ナマステ・インディア」は今年で26回目を迎え、9月 29日（土）、

30日（日）に東京の代々木公園イベント広場にて開催されました。 

 

29日、台風が近づき雨も降りしきる中、開会式が行われ

ました。式では、駐日インド大使 スジャン・R・チノイ閣

下、公益財団法人 日印協会平林理事長、NPO法人日印交

流を盛り上げる会 長谷川理事長の順で挨拶があり、続いて

インド政府 ICCR派遣のアッサム州のサマネイ・ケトラ舞

踊楽団が民族音楽、舞踊を披露しました。あいにくの雨に

も拘わらず、平年と変わらず来場者は多く、このイベント

を楽しみにしている方の多さに驚きました。会場では、イ

ンドのフラワーアーティスト、アヌラダ・サフーさんのワ

ークショップや、ワルリ画のライブペインティングも見る

ことができました。 

 

翌 30 日には、台風上陸の予報があり異

例の早期閉幕となりましたが、嵐の前の静

けさか、雨も上がり、来場者もショッピン

グや食事、ステージパフォーマンスを存分

に楽しむことができたのではないでしょう

か。本年5月 4日に、同じく日印文化交流

を盛り上げる会主催の「ナマステ・インデ

ィア in女川町」が宮城県女川町で開催され

ましたが、東京のナマステ・インディアの

女川町ハウスでは女川町のコーヒーや日本

酒を楽しむことができ、代金が寄附になり

復興に貢献ができるようになっていました。 

 

 

会場内のセミナーハウスでは、例年のように日印協会主催の講演

会を開催しました。29日、13:00～14:00の回では、「本当は怖いイ

ンド神話の世界」と題し、山田真美 日印協会理事（作家/博士 人文

科学/インド工科大学：IIT ハイデラバード校 教養学部客員准教授）

に、身の毛もよだつインド神話の世界を語っていただきました。毎

年大人気の山田真美氏の講演会は、立ち見のお客様も出て外に溢れ

てしまうほどの盛況ぶりでした。30日には、ヒンディー語講師のモ

ニカ江尻氏の「ヒンディー語講座」を開講予定でしたが、台風の影

響により中止となりました。楽しみにしていただいた皆様には、心

よりお詫び申し上げます。 

 

 

（写真提供：ナマステ・インディアFacebook、日印協会 参与 宮原豊、文責：日印協会 主務 玉岡善美） 

1. 第 26回 ナマステ・インディア 

Namaste India 2018 

＜日印協会主催の講演会の様子＞ 

＜ナマステ・インディア2018、ステージの様子＞ 

＜写真左：ナショナルフラワーアーティストのアヌラダ・サフーさんのワークショップ 
写真右：ワルリ画のライブペインティング＞ 
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 日印協会 主務 玉岡善美 

 日本男児、憧れの職業の上位に必ず上るのは野球選手ですが、インド男子の憧れは「クリケット選手！」。イ

ンドでは路肩から子供たちがクリケットに興ずる様子がよく見られ、国際試合になると国を挙げての大騒ぎに

なります。 

クリケットの競技人口はサッカーに次いで世界

2 位といわれ、英国、オーストラリア、インド、

南アフリカなどの英連邦諸国を中心に盛んに行わ

れています。世界最大のプロリーグは、インドの

インディアン・プレミアリーグ（IPL）で、世界

トップクラスの選手が所属し、2018年の最高年俸

は野球でいうところの四番打者、デリー出身の

Virat Kohliの2億6千万円（1億7千万ルピー）。

IPLのプレイヤーは正に、日本のプロ野球選手や

メジャーリーガーのような煌びやかな存在です。 

 

＜クリケットのルール＞ 

野球のもとになったといわれるクリケットは、投手（ボウラー）が投げて打者（バッツマン）が打つという、

基本的な試合の進め方は変わりませんが、多くの違いがあります。試合は主に芝の生えた楕円形のグラウンド

で行われ、グラウンドの真ん中に縦長のピッチがあります。ピッチの両端にはウィケットと呼ばれる高さ 71

センチの3本の杭を上部で繋いだものが刺さっており、クリケットではこのウィケットを争う攻防戦が繰り広

げられます。 

クリケットは1チーム 11人、2チームで試合

を行います。バッツマンは2人同時にフィール

ドに上がり、両方のウィケットの前に立ちます。

相手チームのフィールダーは 11 人でフィール

ドに上がります。一人のボウラーは1回に1オ

ーバー（ワイドボールやノーボールを除き6球）

しか投球できず、1 オーバーが終わると次のボ

ウラーが反対のウィケットから投球します。な

おボウラーは、肘を曲げて投球することが禁止

され（相手チームに 1 点入ってしまう）、助走

をつけて投げ込みます。ウィケットにボールが

当たればアウト。打った球をノーバウンドで取

られた場合もアウトです。フィールダーはウィ

ケットにボールを当てるために「攻め」、2人の

バッツマンはウィケットにボールが当たらない

よう、バットで「守り」ながら点数を取り（攻撃し）ます。2 人のバッツマンは、片方が打った場合に双方が

反対方向に向かって走り、お互いが反対側のウィケットにたどり着けば1点、往復で2点となります（何回往

復してもよい）。この点数のことを「ラン」と呼びます。クリケットでは360度どの方向に球を打ってもよく、

フィールドの境界線（バウンダリー）をノーバウンドで越えれば 6 点（野球でいうホームラン）、ゴロ等でバ

ウンダリーを越えても4点になります。ウィケットにたどり着く前にフィールダーの返球がウィケットに当た

ってしまえば、倒された側に向かって走っていたバッツマンがアウトになり、次のバッツマンに交代。バッツ

マンが全員アウト（10アウト）で攻守交代となります。バッツマンは、ウィケットに球が当たらなければ何回

2. 栃木県佐野市に国際クリケット場がオープン！ 

The First International Cricket Ground in Japan! 

＜クリケットの試合の様子。左端から、審判、フィールダーとボウラ
ーの真ん中に立っているのがウィケット。そして右端がバッツマン。
バッツマンは、レガースと呼ばれる足を守るプロテクター、手を守る

グローブと特殊なヘルメットをかぶる。（写真：wikimedia）＞ 

＜ビリオネラーのスター選手、Virat Kohli。 
インドクリケットチームのナショナルカラーはブルー！ 

（写真：wikimedia）＞ 
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でも空振りでき、打っても走っている間にウィケットに球が当てられると判断すれば走らなくても良いため、

10 アウト（1 回表）になるまでに約半日～1 日かかります。伝統的なテストマッチの場合、2 回の表裏（2 イ

ニングマッチ）で5日程かかるため、ワールドカップを始め、多くの試合では1イニングマッチ（ワンディゲ

ーム）を採用しています。1 日ないし数日がかりで展開する試合の合間には、ランチやティータイムがあり、

優雅に紅茶をたしなむ様子から「紳士のスポーツ」と呼ばれています。 

 

＜日本のクリケット＞ 

日本で初めてクリケットの試合が行われたのは、1863年横浜での「横浜vs英国海軍」です。その後、日本

初のクリケットクラブができますが、日本での知名度はいまいちのクリケット。日本の競技人口は 3500 人と

まだ少ないですが、日本クリケット協会が存在し、日本クリケットリーグ（JCL）では、多くのプレイヤーが

ハイレベルな試合を繰り広げています。日本クリケット協会は、1995年に国際クリケット評議会（ICC）に加

盟し 1996 年に初めて国際大会に日本代表チームを派遣しています。今年の東アジアカップでは男子日本代表

が初優勝を果たしました。 

5月のニュースでは、2017年に西武ライオンズを退団した木村昇吾選手がクリ

ケットに転向し、12月にフィリピンで行われる国際試合の男子日本代表候補に選

出されたことが伝えられました。木村選手はクリケットについて、「まだ知識が足

りないが、野球から転用できるスキルはある。しかし、バッティングはとても難

しく、しかも痛い」とインドのメディア（Mumbai Mirror）に語りました。これ

からのクリケット人気に、プロ野球選手が一躍買う時代がくることは間違いなさ

そうです。さらに、仙台大学では女子クリケット部が発足したりと、日本でもク

リケット熱が広がりつつあります。 

日本には、在日インド人による草野球ならぬ草クリケットも存在します。イン

ド人が多く住む西葛西や船堀周辺の土手では、日曜日になるとインド人チームが

草クリケットに勤しんでいます。在日インド人にとって、草クリケットは大切な

コミュニケーションのハブになっているようです。2015年 8月には、JCA(全日本)vsチームインディア（在日

インド人チーム）のクリケット親善試合が一般社団法人リトルインド東京の主催で江戸川区陸上競技場にて行

われました。クリケットには、このようなスポーツを通じた日印友好促進の役割が期待されています。 

 

＜「クリケットタウン佐野」国内初、クリケットの聖地誕生！＞ 

 8 月、国内初となる国際規格のクリケット場が栃木県佐野市にオープンしました。栃木県立高等学校の跡地

を利用した国際クリケット場の建設は、佐野市、地域活性化プロジェクトの一環として立ち上げられました。

このクリケット場は、佐野市市民有志の方、中学生プレイヤーや保護者、日本代表選手、両毛ムスリムインバ

ウンド推進協議会やマスジド佐野など、多くのボランティアの手により完成しました。 

グラウンドは国際規格に必要な天然芝が敷き詰められ、プレイヤーにとって最高の環境となっています。ク

リケットでは、投手がボールをワンバウンドさせるピッチが特に重要な部分だそうですが、傷みやすいピッチ

の手入れも大変行き届いています。観客席からは唐澤山を一望することができ、日本の美しい里山を背景に素

晴らしい自然の中でクリケットを楽しむことができます。 

＜広島カープ時代の木村選手 
（写真：wikimedia）＞ 
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10 月 22 日（土）、23 日（日）には、クリケット場のオープニングイベントが開催され、インドやイギリス

などを始めとした、クリケットが盛んな国8カ国を中心とした7チームの大使館選抜チームと日本チームで大

使館カップが行われました。日本はインドと23日にAグループの 3位決定戦でマッチを行いましたが、イン

ドの勝利に終わりました。Aグループの優勝チームはスリランカ、Bグループの優勝チームはオーストラリア

+ニュージーランドの連合チームという結果になりました。この日は一般の方にもクリケット場が解放され、

およそ 2700 人が来場し、クリケット体験ブースでは多くの子供たちがクリケットを楽しんでいる姿が見られ

ました。会場には参加国各国のキッチンカーがあり、様々な国の料理も楽しむことができました。 

2010年に佐野市に日本クリケット協会本部の事務局が移転され、それ以来、佐野市でのクリケットのPRが

強化されてきました。佐野市では、このグラウンド事業の他に、「クリケットのまち」としてのアイデンティテ

ィー確立のために様々なことに取り組んでいます。クリケットが盛んな国の中には、イスラーム教徒の多い国

も多く、宗教上の制約にも配慮したハラール対応のレストランや、お祈りの場所を提供できる宿泊施設などの

配備も進んでいます。ジュニア普及プログラムとしてクリケット体験会なども開催されており、少しづつクリ

ケットでまちが国際化し、活気づいています。 

 

＜スコア版の後ろにはウォームアップ用の 
スペースが設けられている。 

写真右：日本チームとインドチームの記念撮影＞ 

＜パキスタンのキッチンカーに並ぶインド大使館選抜選手＞ ＜クリケットを開放的な空間で楽しめる観客席＞ 
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郵船ロジスティクス株式会社 中日本営業本部 浜松支店営業一課 課長補佐  瀧田朋穂 

＜はじめに＞ 

 この度は、この様な紙面に寄稿いたす貴重な機会を頂きまして、誠にありがとうございます。これも、本寄稿

のお声をかけて頂いた日印協会の皆様、私がインドでお世話になりました多くの方々、恩師、友人、家族、そし

て私を誘ってくれたインドのお陰と、大きな恩と縁を感じております。私のインドの人達との関係、文化風習な

どは、恐らくクリケットを通す事で、より深く関わり、見聞きすることが出来たのではないかと思っています。

そういう意味でも、クリケットに触れる機会を与えて下さった恩師、諸先輩、仲間への感謝、クリケットそのも

のへの恩と縁を改めて感じています。この場をお借りして、そんな全ての皆様に御礼申し上げます。 

 

＜私のファーストクリケット in India（It was just “This is India”）＞ 

 私は 2008 年から 2012 年にかけての約 4 年の間、現地法人の駐在員としてインドで過ごしました。勤務先、

住居は共にハリヤナ州のグルガオン。当時はグルガオンへ、日系企業のオフィスや駐在員の方々の住居がデリー

市内から移り始めた頃でした。おそらく 2018 年の現在も、あちらこちらで工事が行われているのではないかと

思うのですが、当時もいたるところで工事が行われていました。当時はまだデリーの衛星都市的な言われ方をし

ており、新しいオフィス街も一部存在していましたが、荒野に突然現れる建物群や工場が点在している、という

イメージでした。そんな新しい建物が立つエリアも、一歩入れば100年前とあまり変わらない風情の店並みと住

居（デリー市内の美術館で 100 年近く前の町並みを描いた絵が、2008 年当時のスルタンプール周辺そのものだ

った）、その先を行くと荒野、といったところです。 

 私が初めてインドの地でクリケットに興じたのは、そんな中にある広大な空き地で、当時の現地法人で働くイ

ンド人のスタッフ達でした。当時の当社現地法人は、第2土曜日以外の土曜日は営業日でしたが実質は半日の業

務で、インド時間の午前中（大体 14：00 頃迄）でほぼ終業状態、残務が無ければそれ以降は三々五々という状

態でした。そういった土曜日の日暮れ前の比較的涼しくなる時間帯か、休業日の第2土曜日の朝方にスタッフ有

志がクリケットに興じていました。私が初めて参加できたのは、スタッフから誘われて3度目の事でした。決し

て 2度断った結果ではなく、3度目にしてようやく彼らと「落ち合えた」からでした。 

 1度目の誘いは第2土曜日の朝 6時。「随分早くからやるもんだ」と思いながらも赴任早々の5月は、（内陸部

のインドご駐在経験のある方はご存知の事と思いますが）酷暑の時期です。温度計が正確かどうかは微妙ですが、

その年にデリー市内の温度計が摂氏 50 度を示していたことがあり、「6 時開始でもあり得なくもない」と思い、

知らされた時刻に開催場所へ向かいました。 

 初めての参戦、スタッフとの草クリケットとはいえ本場インドでの事、「日本人がクリケットをするなんて思っ

ていない彼らにナメられてはいけない、初めが肝心！」と気合を入れて臨みました。当然、15分前には到着。本

場の国に敬意を表し、クリケットの正装である上下

白のユニフォームに着替え、バッティング用のパッ

ヅ（足の防具）とグラブを装着、おもむろに素振り

をしつつ、入念なストレッチとアップをしながら、

開始時間を待ちました。しかし、開始時間になって

も人っ子一人現れません。誘ってくれたスタッフの

連絡先を知らなかった私は、とりあえず 15 分、そ

のまま待ちました。約束の場所は空き地というより

も荒野という感じ、クリケットのオーバル（やや楕

円形の野球場より少し狭い感じの球場）が3面は取

れるのではないかという広さでしたので、とりあえ

ずドライバーさんに頼んで荒野を一周してみる事に

しました。しかし、そこには朝一番の用を足す少年 ＜バットを持ち構える筆者「いざ！本場のクリケット！」＞ 

3. クリケットとの出会い 

Miracle Encounter with Cricket 
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と豚以外、人の姿が見当たりません。その後、荒野の真ん中にある木の下に車を止めて、何処から来ても見える

ように、クリケットのユニフォームと防具をフル装備、バットを持って仁王立ちする事 30 分、諦めて帰宅しま

した。 

 週が明けて月曜日、スタッフになぜ来なかったのかを尋ねてみましたが、開催されなかった理由が全く分かり

ませんでした。「急遽中止になった」「やはり暑かったから」「人数が集まらなかったから」「朝が早かったから」

「（そもそも）予定していたか？」と口々に違う回答、もう訳が分かりません。「こういうもの」と分かるには、

もう少し時間が必要でした。同じような事（流石にフル装備はしませんでしたが）がもう１度あり、次に迎えた

正に3度目の正直、ようやくインドでのクリケットデビューを果たしました。因みに3度目に実現したのは、仕

事が終わった職場からそのまま流れ込んでいくスタッフを確認し、確かに開催されることが認められたので、そ

のまま追従しました。試合は、運動ができるような服装（ジャージ等）に着替える事も無く、事務所の何処から

かともなく持ってきたバットとボールを携え、仕事着のワイシャツとスラックスそのままに始まりました。バッ

トとボールさえあれば、道具を持ち寄らなくてもできるということが、クリケットが広くインドで親しまれてい

る理由の一つであると感じました。 

 クリケットでは、バッツマン後方にウィケットと

いう三本の棒が建てられていますが、それらが簡単

に刺さるほど柔な地面ではないので、建材の破片と

思われる鉄の棒が代用品。私がイメージしていた本

場のクリケットの試合風景は、職人の整備が行き届

いた緑のオーバルに白一色のプレイヤー達が生える、

そんな絵画的な光景とも言える物でした。しかし現

実は、傍から見ると茶色のだだっ広い荒野に突き出

した鉄の破片に人が群がって、皆で何かを掘り起こ

している？といった様子でした。 

 そんな中、もし私がフル装備で混じってプレーし

た事を想像すると…、さながら戦国自衛隊の様な風

景だったのではないでしょうか。１度目で彼らに出

会わなかった事に安堵しました。これまでの事への憤りよりも、こちらの安堵感が私の中で優位になった事は、

インドに慣れ始めていたせいだったかも知れません。 

 ようやく本場のクリケットに触れる機会を得て、涼しい顔で誘われておきながらも、その実、興奮を隠しきれ

なかったのを覚えています。「せめて靴くらいは運動できる物を！」と思い、スタッフ達が遅れて到着する事を見

越して、最寄りのショッピングモールで運動靴を購入に走りました。私が右足のみフィッティングをして購入意

思を伝えると、店員が持ってきた左足のサイズを包装する前に確認する事すら忘れるほど気持ちは荒野へと向か

っていました。そもそも日本では左右のサイズが合っているかなど念入りに確認しませんが…。結果、左右サイ

ズが違っていたので使い物にならず、結局、日本から持ってきたなけなしの革靴でそのままプレーする事になり

ました…。 

 

＜クリケットとインド＞ 

 彼らとのクリケットを通してのコミュニケーションは、私に色々な事に気づかせてくれました。時間制限が無

いため、進行度合いに関わらず適当な頃合いで試合が終わる、試合中は仕事の職制に関わらずプレーが上手な者

が称賛される、傍らの屋台で供されるニンブーパー二―（レモン水）にかけている粉は、果物に合いそうなシナ

モンでなく、マサラ系のスパイス、などなど。因みに、これらの例で感じたのは、時間や物事の進捗に対する大

らかな感覚、クリケットは比較的身分の影響が少なく同じ土俵で興じる事が出来る良いコミュニケーションツー

ルとなっている、味はともかく食物摂取において消化や吸収への意識が比較的高い、という事でした。 

 船会社系業界誌主催のリーグ戦に、グループ企業で作ったチームの一員として参加した年がありました。その

ある試合の記事が業界誌に掲載されたのですが、私の記事が載った事がありました。その次の朝、わざわざ挨拶

に来てくれるスタッフの賛辞と、彼らの態度が少し変わった事で、彼らのクリケットに対する敬意の様なものを

＜荒野にそびえ立つウィケット＞ 
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感じました。 

 一つ悲しい事もありました。クリケットの熱狂ぶりを示す出来事ですが、2011年にインド・スリランカ・パキ

スタンの三国共同で開催されたワールドカップでの事です。自国開催で優勝という、インドにとってこの上ない

結果であった大会でした。会期中は、飛行機で機長がインドの決勝進出速報を伝えるなど、国中で盛り上がって

いました。その決勝は近くのスポーツバーで観戦、優勝の瞬間はお酒と汗にまみれてお店中の人たちとハグ、そ

の後の家路も道中に人が溢れてなかなか進めない状態、あまりの熱狂に少し恐怖さえ感じました。 

 その翌朝、私の元に挨拶にきたスタッフの顔が冴えません。彼とは一緒に各地の倉庫や現場へ出向き、幾度か

立ち上げや立ち合い、時に2週間ほど同居して同じ飯を食った仲。プライベートでも、前述の業界紙主催リーグ

戦でチームメートとして共にクリケットに興じ、彼のクリケット熱も良く知っていました。それだけに、その表

情は優勝翌日の彼のものとは思えませんでした。 

 私が彼に「Congratulation India」と言うと、彼は「Thanks but...」、その先は言葉になりませんでした。聞く

に、以前、我々と一緒に倉庫現場構築をしてきた現場責任者で、家庭の事情で数か月前に退職したスタッフが亡

くなったというのです。その理由が、あろうことか昨晩の熱狂にあったのです。優勝が決まった直後、店から飛

びして路上で喝采していたところ、車に跳ねられて亡くなったというのです。クリケットへの熱狂ぶりを違う形

で実感した、悲しく皮肉な出来事でした。同じように熱狂の渦中で亡くなった方が多くいた事を後に報道で知り

ました。 

 

＜おわりに＞ 

 インドでは本当に多くの様々な経験をさせていただきました。当時、同僚や友人、知人にインドについて聞か

れると、俄かに信じてもらえない、いわゆるネタと思われている様な反応もあり、正直、多くを語るのが億劫に

なっていたことがあります。それでも、インドについて尋ねられた際には「100 倍しんどくて、100 倍楽しい」

とだけ答えていました。公私共に、人為的にも自然的にも日本では到底信じられない事が起こるインド。何があ

っても、「インドなら起こり得る」と感じさせるインド。これ以上ない最悪の事態と思っていたら、あっさりとそ

れを越えた先に更なる試練と逆境がやってくるインド。だからこそ、その分、順境であった時の喜びは、逆境の

反動と、順境が続くわけがないという刹那的感覚からか、日本では感じられなかったほどの幸福感、高揚感を与

えてくれたのがインドでした。初めて日本語のカラオケが導入されたお店でのシメはお店の皆でYAH YAH YAH

の大団円。ソフトボール大会の決勝で負けて涙。日本のキュウリを頂き、あまりの瑞々しさに齧った瞬間に涙。

ギター部ライブ中に停電で音が出なくなってもむしろ大合唱、等々、思い起こせばキリがありません。今となっ

ては、どの出来事や思い出も、今の私の物事を捉える、感じる、考える上での血と肉になっている事を感じます。

インドと、そこで出会った人、またクリケットを通して育んだ関係や時間は、どれもかけがえのない物であった

と感じています。 

 恩師の言葉ですが、インドで仕事をしている事を「我々はインドの軒下をお借りしている」と表現されていま

した。私はその言葉を、母屋で生活している人たちへの敬意、しきたりや慣習の理解、お借りした軒下は汚さな

い、という事が大事であると、その様に理解し

ました。私は幸い、インドという母屋で生活す

る彼らとの共通言語としてクリケットを持ち合

わせることができたので、比較的それが感じや

すく、また軒下と母屋を隔てる窓も開けてもら

えたのではないかと思っています。 

 これはインドでの事、また個人の事だけでは

ないですね。私自身、これからまた彼方此方の

軒下をお借りする事になると思いますので、そ

の時にはインドの母屋でのクリケットの様な物

を見つけられたらと願っています。 

＜クリケット仲間と。中央が筆者。＞ 
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日印協会 参与 宮原豊 

日印協会は明治 42 年（1909 年）に機関誌「日印協會々報」（第 1 号）を発行以来、明治、大正、昭和、平成

を通じて、長い時代の変遷を超えてインドの政治・経済・社会の発展や日印交流、それを背景とした協会の活動

が「機関誌」に記録されてきました。前編（7・8 月合併号）において、昭和 19 年（1944 年）11 月の「日印協

會々報」（第88号）まで紹介しました。今回は、戦後の日印協会「機関誌」と協会の歴史について紹介します。 

 

5. 戦後の一時期、日印経済協会に変身 

 前述の「回想の日印協会」の中で、三角氏は、「昭和21年（1946年）5

月に私の家に連合軍の将校が現れ、明日司令部に出頭せよとのこと。出頭

すると、日印協会は戦前と戦中に日本政府や軍に協力し、インド独立運動

にも協力・支援していたことを理由に解散せよと言う。それは日本人とし

てアジア人として当然のことをしたまでで、非を認めて解散せよと言うこ

とであれば承服できないと平行線のまま3回にわたり交渉した」と述べて

います。イギリスの意向が強く反映しているように感じたそうですが、い

ろいろな方の意見も聞き、3 回目に「①日印協会は解散要求には応じられ

ない。ただし、②連合軍が日本占領を続けている間は、日印協会は活動を

停止する。しかし、③生存の為に経済活動を止める訳にいかないので、経

済交流を促進する機関を組織して活動したい」との案を提示、これを連合

軍が認めました。それが日印経済協会の出発点になりました。 

 日印経済協会となった際、長年日印貿易に携わっていて経済人に幅広い

人脈を持っている岸本貿易専務・田口八郎氏に相談し、江商（株）社長の

駒村資正氏に会長になってもらい、田口氏が理事長、永田藤次郎氏が専務

理事、三角氏が常務理事としてスタートしたそうです。6年間に21回発行された日印経済協会の機関誌「日印経

済協會會報」は第１～20号までは謄写版印刷で、最後の21号のみ活版印刷です。内容は、現地に出張した経済

調査報告、主要産業の概況や主要州の経済・産業の報告で、自ら出張した報告以外は多くは現地調査会社の報告

や外電の翻訳文が目立つように感じられます。 

 

6. 日印協会の復活と一萬田尚登第5代会長の時代 

1947年に独立したインドは、ネルー首相の下で、戦後の復旧・復興に苦

労していたわが国に多くの友好の手を差し伸べました。ネルー首相は、娘

のインディラ嬢の名をとった仔象を上野動物園に寄贈しました。昭和 26

年（1951年）のサンフランシスコ講和会議にもあえて出席せず、翌52年

に被占領国の地位から解放された日本と対等の立場で、かつ対日賠償請求

権を放棄して平和条約を締結しました。 

しかし、冷戦が進行するにつれ、日本は西側陣営に属する一方、インド

は非同盟の盟主の一つとなり、政治関係は緊密とは言えませんでした。1957

年の両国首脳の相互訪問（岸首相・ネルー首相）、58 年プラサド大統領訪

日、60年皇太子・同妃殿下訪印、61年池田勇人首相訪印後は、69年イン

ディラ・ガンディー首相の訪日はあったものの、日本の首相の訪印は1984

年の中曽根康弘首相の訪印まで 23 年間もの間途絶えました。経済関係に

ついても、わが国からインドへの政府開発援助（ODA）は、1958 年に開

始されて以降も継続されましたが、インドは国家主導の社会主義的経済路

4. 日印協会「機関誌」と協会の歴史―後編― 

The Journals of Japan-India Association and its Brief History 



 

 

11 

 

 

線であり、市場経済の我が国との関係はあまり進展しませんでした。1982年にスズキ自動車（現在のスズキ）と

インドの国営自動車会社マルチ社の合弁事業が開始されるまでは、日系企業のインド進出には注目される動きは

見られませんでした。 

昭和 27 年（1952 年）1 月に、日本銀行総裁であった一萬田尚登氏が日印経済協会会長に就任しました。それ

から間もない同年 4 月、サンフランシスコ講和条約の発効とともに日印協会も復活し、一萬田氏は日印協会第 5

代会長（戦前の会頭）に就任して再出発しました。 

昭和27年（1952年）12月～29年（1954年）2月まで「日印協會會報」

は第1巻～第3巻 1号まで発行され、その後、昭和29年（1954年）5月

に「印度」第3巻 2号が発行され35年（1960年）1月第8巻 3号まで計

16～17回発行されました。「日印協會會報」は第3巻 2号から「印度」と

名称変更したことが分かります。その後、「印度情報」が昭和37年（1962

年）6月第1巻～39年（1964年）9月第3巻まで計7回発行されました。

この「印度」と「印度情報」は国立国会図書館所蔵資料を追跡調査した結

果、「日印協會會報」⇒「印度」⇒「印度情報」の継続性が明らかになりま

した。ただし、「印度」は国会図書館でも第 4 巻、第 6 巻 1 号、第 7 巻 2

～3 号が欠番となっていますが、いずれもその時代の興味深い日印関係の

記事を掲載し充実した内容です。 

 その後、日印協会は「インドニュース」を発行しています。これらは、

この度の作業により、昭和41年（1966）6月第 7巻 2号～46年（1971）

4月第12巻までの計54回分をデジタル化しました。第1巻がいつ発行さ

れたか明言できないものの、昭和 39 年（1964 年）「印度情報」最終巻の

後の 2 年分の「インドニュース」第 1 巻～第 7 巻 1 号は実物（ファイル）

が行方不明です。前出の三角氏は「週刊インドニュースというものを発行

した」と語っています。東西冷戦が厳しくなる中、インドは非同盟諸国の

リーダーとして存在感を増して行き、その一方で日本は西側陣営の主要国となっていくという国際環境の中で、

週刊ではなかったもののかなりの頻度でインドニュースを継続発行したのは大変な努力であったと思われます。

世間は東京オリンピックで沸き立ち、国の経済も人々の暮らしも上向きに変わろうとしている時代にも拘わらず、

インドニュースは「わら半紙に謄写版印刷」の質素なものですが、分量は B5 サイズに平均 15～16 ページ、内

容は日印貿易概況、インドの政治経済事情、人事（両国外交官の往来）、日印協会の文化交流行事について記述さ

れています。 

 

7. 「月刊インド」（第1期）；一萬田尚登会長から櫻内義雄会長へ 

 1971年 7月～2007年 6月までの36年間は「月刊インド」（第1期）、そして2007年 7・8月号以降を「月刊

インド」（第 2 期）と区分してみました。前者は印刷・製本を外注していましたが、後者はパソコンを駆使して

事務所で完全版を作成、事務所内に設備したカラー印刷機（大型コピー機）で印刷・製本を自前で行うようにな

りました。サイズは、1971年～1996年 12月まではB5版、97年 1月以降はA4版とし、第2期（2007年 7・

8月～）はA4版カラー印刷となりました。 

 「月刊インド」（第1期）については、1971年に日印協会職員として採用され、2001年 12月に常務理事を退

くまで事務局に勤めた鹿子木謙吉氏（2016年6月に理事退任）による寄稿文「日印交流の中の私とゆかりの人々」

が、「月刊インド」2016年12月号（Vol.113－No.10）～2017年 1月号（Vol.114-No.1）～2・3月号（Vol. 114

－No.2）に掲載され、その間の協会の歴史と活動が紹介されています。1971年～2007年の間に日印協会は数多

くの交流事業を実施しておりますが、1977 年、第 6 代日印協会会長として衆議院議員の櫻内義雄氏が就任しま

した（その後外務大臣、衆議院議長等を歴任）。前述の鹿子木氏の 3 回に亘る寄稿文に詳しく紹介されているの

で、ここでは重複を避けるために、「インド大陸横断研修旅行」ならびに「インド祭」と「ナマステ・インディア」

についてのみ若干の行数を割くことにします。 

 1972年 8月 4日～24日に実施された高岡大輔副会長を団長とする「第2回インド大陸横断研修旅行」につい
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ては、月刊インド9月号（Vol.69 No.9）にインディラ・ガンディー首相を囲んで撮影した記念写真を掲げて帰国

報告が掲載されています。この年は文部省の後援を得て主に全国の小中学校教師が参加しましたが、その前年1971

年に発行された月刊インド7月号（Vol.68 No.1）に「インド平原列車移動大作戦！」の募集案内、そして8月

号には「青年のインド旅行」は 140名の定員に対して210人の申し込みがあり、結局135名と65名のA.Bの 2

グループに分けて派遣する旨が報告されています。71年を第 1回としインド大陸横断研修旅行は計9回実施され

ました。前述の甲谷陀日本商品館の時代にインド各地を列車で巡回する「列車バザール」で培われた高岡副会長

のノウハウが生かされた企画であったことがうかがわれます。 

 1988 年 4 月に来日したラジブ・ガンディー首相夫妻ご臨席のもと国立劇場で「インド祭」が開会され、東京

だけではなく、北は北海道から南は沖縄まで全国34か所で様々なインド関係のイベントが繰り広げられました。

これは 85 年から日印両国政府ならびに日印協会の間で綿密に準備されたものであることが時々の月刊インドを

読むことで分かります。一連のイベントの盛り上がりを受けて、89年 7月に駐日インド大使公邸での集いが契機

となり、「ポスト・インド祭を考える会」準備会が発足します。その後「日印交流を盛り上げる会」（長谷川時夫

氏主宰）により93年「ナマステ・インディア」が開催されることになり、それが本年（2018年）9月末の第26

回ナマステ・インディア（代々木公園）にまで繋がっています。長年にわたり日印友好交流を拡大・深化のため

に尽力されている関係者の皆様に心から敬意を表します。 

 

8. 「月刊インド」（第2期）：森喜朗会長の時代 

1989年のベルリンの壁崩壊とそれに続く冷戦の終結は、インドに大きな変革をもたらしました。 

1990年代に入り、ナラシムハ・ラオ内閣以下の歴代政権は、インドの経済システムを市場経済システムの方向

に改革しはじめ、国営企業の民営化、規制緩和、外資導入の促進へと舵を切りました。ソ連の崩壊とともに、国

家主導による経済の先行きが見えなくなったためです。それとともに、わが国との経済関係も新たな段階を迎え

ました。1991年、第一次湾岸戦争により中東からのインド人労働者による送金が激減するとともに石油価格が急

騰し、インドは外貨の保有量が激減、輸入の 2～3 週間分を賄うだけのギリギリの状況となりました。ラオ内閣

のマンモハン・シン財務大臣（のちに首相となる）は急遽訪日し、わが国から緊急の外貨融資を得て、それにア

ジア開発銀行などの国際機関も追随することになり、インドは経済危機を乗り切りました。 

順調に推移しそうであった日印関係ですが、1998年 3月に就任したインド人民党中心の新政府は、2か月後の

5月には、内外の予想を裏切って核実験に踏み切りました。1974年の核実験以来自粛していた核実験の再開でし

た。我が国は、国際社会とともにこれに抗議をし、主要国の一員として ODA の停止に踏み切りました。同年 3

月に赴任したばかりの平林博駐インド大使は、インドへの抗議と日本政府との協議のために、一時帰国を余儀な

くされました。 

その後約 2 年間、日印関係は低迷を余儀なくされました。平林大使は、

現地において日印関係の修復に努力する一方、日本政府に対しては、米印

戦略対話、さらにはクリントン大統領の訪印（2000 年 3 月）など米国政

府の対インド関係修復が進んでいることを伝え、日本の総理大臣の訪印に

よる修復を進言しました。小渕恵三総理大臣はこれに理解を示しましたが、

2000 年 4 月に急逝されました、その後を継いだ森喜朗総理大臣は、平林

大使の進言を入れ、2000年8月に訪印を果たしました。1990年に当時の

海部俊樹総理大臣が訪印して以来、現職の総理としては 10 年ぶりの訪印

でした。この訪問中、両国政府は、「21 世紀のための日印グローバル・パ

ートナーシップ」宣言を行い、両国関係の発展と 21 世紀の主要国として

国際社会への貢献を内外に宣言しました。 

この関係は、2006年には「戦略的グローバル・パートナーシップ」へと

昇格し、さらに2014年には「特別戦略的グローバル・パートナーシップ」

へと、形容詞が三つも付いた世界でもまれな関係に発展しました。これにより、例えば両国は、毎年首相を相手

国に送り首脳会談を行う約束をしました。主要国となった両国の首相が国連や地域の国際会議に出席する際に首

脳会談を行うのはよくあることですが、毎年交互に相手国を訪問する約束をした国はわが国にとってはインドの
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み、インドにとってはロシアに次いで2番目なのです。森喜朗元総理大臣は、2002年 12月に日印協会第6代会

長櫻内義雄氏が辞任したのを受けて、第7代日印協会会長に就任しました（Vol.100,No.1）。 

森会長は、平林大使がインドとフランスでの大使在勤を終え、外務省の査察担当大使をもって退官すると、直

ちに同大使を自民党本部に招きました。森会長は、そのころまでに日印協会が法人会員の激減、活動の低調さな

どの苦境にあったことを憂慮し、専務理事職に代えて理事長の職を新設し、平林大使を 2007 年 6 月に日印協会

初代理事長として迎えました。 

2002年には、パキスタンからインドへの越境テロにより、かつて三度の戦火を交えたインドとパキスタンの間

でまたまた戦争の瀬戸際まで行く事態が発生し、日印間の交流に水が差されました。日本企業の対インドビジネ

スも停滞し、そのために日印協会の法人会員が激減し、長い歴史の中でかつてない財政的ピンチに直面しました。

日印協会は、当時八重洲のホンダ・ビルに間借りしておりましたが、八重洲地区の再開発のために移転を余儀な

くされました。ただ、その際に支払われた移転補償費は日印協会に息をつく余裕を与えました。 

森・平林体制の下で、原常務理事→笹田常務理事が支え、皆で努力した結果、

法人会員は徐々に増加し、今日の125社前後まで増加しました。公益法人とし

て、活動と支援を広く広げるため、法人会費も抑制気味に設定したことが功を

奏しました。個人会員の数は、高齢化などのために減少気味ですが、若い学生

やインド人の会員が増えています。今日の日印協会の財政基盤と活動は、個人・

法人会員による支援と前記の移転補償費を慎重に管理することにより可能にな

っておりますが、余裕のある状況でないことは確かです。 

日印協会は2003年 11月に日印関係100周年記念事業を実施、2012年の日

印国交 60 周年を経て、2013 年に天皇皇后両陛下が 53 年ぶりにインドを訪問

された同じ年に110周年の記念事業を開催しました。その後はインド経済・社

会の発展ぶり、あるいは日印両国の政治・経済・外交・安全保障や民間の文化・

人的交流が緊密な関係を築いていることは御承知の通りです。なお、日印協会

は公益法人改革により2010年 11月、それまでの財団法人から公益財団法人に移行し、ここまで順調に推移して

いることは喜ばしい限りです。 

2007 年 7・8 月号「月刊インド」（Vol.104,No.7）に、6 月 22 日に開催された平林理事長就任時の日印協会理

事会で決議された「日印協会の運営方針と新路線」が掲載されていますが、会員数の拡大を図り財政基盤を強化

すること、そのために会員に裨益するような活動の拡大・強化が謳われています。例えば、ホームページの充実、

定期刊行物の改善が挙げられ、「月刊インド」も新たに生れ変わりましたが、毎号の表紙を飾る月刊「インド」の

題字は、書家であった第5代会長一萬田尚登氏の揮毫したものを引き継いでいます。 

 

9. 季刊誌「現代インド・フォーラム」の創刊 

日印協会は2009年 4月に、「現代インド・

フォーラム」を創刊しました。創刊目的を、

「ますます注目されるインドの政治、外交、

経済、社会など各方面にわたる情勢を分析、

評価、解説した論文を南アジア研究の第一人

者の方々に執筆いただきます」とし、「当面の

情勢のみならず背景や歴史的経緯などにも触

れて、事象の全体が俯瞰できるように執筆、

編集をし、専門家の方々のご期待、ご批判に

も耐えられるよう、平易を心がけながらも質

的に高いものを目指したい」としています。 

会員交流の場としての「月刊インド」と比

べると、より広く専門的な情報を提供するこ

とを目的にしていますが、わが国のインド関
＜左：2009年4月の創刊号表紙、右：リニューアル後の表紙＞ 
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連の調査研究活動の活性化に貢献し、学者、研究者、実務家などとの交流が深化・拡大し、特に若手の研究者に

研究発表の場を提供することも一つの目標としております。この季刊誌は、外務省の補助金をいただきながら1969

年以降発刊してきた『インド季報』が、補助金の廃止により継続できなくなったために、それに代わるものとし

て発刊しました。「月刊インド」と同様、企画、編集、校正、ウェブでの一般公開など、すべて理事長以下事務局

の職員の手製になるものですが、質の向上のために、日印協会を支援いただいてきた学者の方々にサポートをお

願いしています。 

2015 年 9 月には、協会内に「現代インド研究センター」を発足させ、インドに関する調査研究活動をより活

発化させるとともに、「現代インド・フォーラム」の質的向上のためにより専門的な編集企画、執筆者の推奨・選

定ならびに論文原稿の審査(査読)、校正などが可能となりました。このセンターは、平林 博理事長がセンター長

を兼務し、上席研究員（Senior Fellow）として国際政治学者 堀本武功 京都大学大学院前特任教授と小島眞 拓

殖大学国際学部教授（現在客員教授）が就任しています。引き続き今後もわが国のインド関連の調査研究活動の

活性化に貢献し、学者、研究者、実務家などとの交流が深化・拡大し、引いては当協会会員や「現代インド・フ

ォーラム」読者に今まで以上により広く深い情報提供をするようにしていきます。「現代インド・フォーラム」は

紙媒体ではなく、あえてウェブ版として日印協会のホームページ上で刊行しております。費用節約の観点もあり

ますが、公益財団の活動としてあえて広範な方々にアクセスいただけるように配慮したものです。ダウンロード

やコピーも自由となっています。2018年秋季号（No.39）まで、政治、外交、経済、社会などの時々に注目され

ているテーマ、あるいはインドや日印関係にとって基本的な問題として押さえておくべき事柄など、毎号充実し

た論文を発表しています。 

 

10. おわりに 

伝統ある歴史を守りながら新たな試みを取り入れるとともに、会員増に

つながるような努力をしてきたことから、前述のようなひと時の危機状態

に比べると日印協会の財政基盤は改善されました。しかしながら、昨今様々

な分野で見られる日印関係拡大の伸び率に比べると日印協会の会員が必ず

しも順調に推移しているとは言えません。この背景には、以前のように日

印協会が民間では唯一の友好団体ではなく、日本とインドとの交流チャネ

ルが昔に比べると多様化していることがあると思われます。日本企業のイ

ンドへの進出も 1300 社を優に越える数となっており、企業が独自に情報

の収集分析や関係の構築を行うようになったこともありましょう。 

日印協会は、日印交流の長い歴史の中、日印双方で認められた一本筋の

通った太い存在であり続けてきたし、今後様々な分野で更に日印関係が緊

密化し拡大するとともに、その役割はますます重要となり、存在価値を高

めていくものと期待されます。 

本稿は、日印協会が発行し世に問うてきた機関紙などの歴史を紹介しな

がら、日印協会の歴史の一端を紹介するものです。皆様方のこれまでのご

支援に感謝申し上げるとともに、今後ともご指導ご鞭撻いただきますよう

お願い申し上げる次第です。（完） 

 

日印協会「機関誌」一覧 

1）日印協會々報（1～88）明治 42年（1909）8月～昭和19年（1944）11月 

2）印度甲谷陀日本商品館 館報（1～112）昭和2年（1927）12月～12年（1937）8月 

3）日印経済協會會報（1～21）昭和24年（1949）12月～27年（1952）7月 

4）日印協會會報・戦後（1～7）昭和27年（1952）12月～29年（1954）2月 

5）印度（3巻～8巻、計 11回）昭和29年（1954）5月～35年（1960）1月 

（＊欠番：第4巻、第6巻 1号、第7巻 2～3号。４）が第 1巻、第2巻に当る。） 

6）印度情報（1巻～3巻、計 7回）昭和37年（1962）6月～39年（1964）9月 

＜モディ首相歓迎会2014年9月2日＞ 
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（＊印度情報（特集）を昭和41年 10月25日発刊の記録があるが、実物不明。） 

7）インドニュース（7巻～12巻、計54回）昭和41年（1966）6月～46年（1971）4月 

（＊7）の前に刊行されたインドニュース1～6巻は実物不明。） 

8）月刊インド（35年間、計365回）昭和46年（1971）7月～平成19年（2007）6月 

9）月刊インド：事務所で内作（11年、計 110回）平成19年（2007）7月～現在進行中 

（＊平成19年 7月以降は全て最初からデジタル化されている。） 

10）月刊インド（創立100周年記念特集号） 

11）日印関係の回顧と展望（110周年記念特集） 

12）現代インド・フォーラム（2009年 4月第 1号～2018年 10月第39号） 

 

（注）上記に一覧した日印協会「機関誌」は、日印協会会員であれば事務所内にて検索可能となりました。将来

はアーカイブ化しHP上に全資料をアップする予定です。 

 

 

 

1. 内政 

【連邦政府/連邦議会】 

9月1日 

モディ首相は、デリーにおけるイベントで、前UPA政権が癒着による多くの融資により発生した多大な不良債権

という地雷をインド経済の中に埋め込んでいたとして、UPA政権を批判した。モディ首相は、2兆ルピーとされ

ていた不良債権が実際には9兆ルピーであったことがモディ政権樹立後すぐに判明したとし、この事実が公表さ

れれば印経済を管理することが難しくなっていたであろうと述べた。また、現政権が既にこの地雷を取り除いた

と述べた。 

9月28日－30日 

インド軍によるパキスタン支配下カシミール（PoK）におけるテロ拠点地に対する管理ライン（LoC）越境「外

科的攻撃」の2周年に伴い、9月28日より3日間に亘り、国内で印軍の勇敢さを祝し、犠牲を弔うための式典（Parakram 

Parv）が実施された。 

【下院総選挙】 

9月 1日 

シン内相は、デリーでメディアに対し、次期下院総選挙の日程が早められることはなく、選挙は予定通りの時期

に実施され5月15日までに完了されるであろうと述べた。 

【野党連合の動き】 

9月 10日 

コングレス党の呼びかけに対し 21 の野党が支持を表明したストライキ（バーラト・バンド）が全国で実施され

た。ラーフル・ガンディー・コングレス党総裁は、デリー市内の抗議集会において、ガソリン価格の上昇、ルピ

ー安、ラファール戦闘機購入に係る疑惑、失業問題、女性の安全等のイシューを取り上げてモディ政権を批判し

た。 

【最高裁判所】 

9月 6日 

最高裁は、同性同士の性交渉を禁じる刑法377条は違憲であるとの判決を下した。 

9月 13日 

法務省及び首相府は、コヴィンド大統領がゴゴイ最高裁判事を次期最高裁長官に任命した旨のプレスリリースを

発出した。ゴゴイ判事は、ミスラ長官の引退後、10月 3日に長官に就任するとされている。 

5. インドニュース(2018年 9月) 

News from India 
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【アッサム州】 

9月10日 

ソノワール州首相は、デリーにおいてメディアに対し、不法移民流入の問題はアッサム州に限った問題ではなく、

全ての州が国民登録簿（NRC）を実施すべきであると述べた。 

9月19日 

最高裁は、バングラデシュからの不法移民と正式なインド国民を判別するNRCから除外された400万人からの要

望及び異議を受理する手続きを26日より開始するよう命じた。 

【テランガナ州】 

9月6日 

ラオ州首相は、テランガナ州議会を解散した。同州首相は、記者会見において、11月に、他の4州議会選挙（ラ

ジャスタン州、マディヤ・プラデシュ州、チャッティスガル州、ミゾラム州）と同時にテランガナ州議会選挙が

実施され、12月に開票されるであろうと述べた。 

9月11日 

コングレス党、テルグ・デサム党（TDP）、インド共産党（CPI）の党州支部指導者が会合を開き、テランガナ

州議会選挙において連合を組むことに合意した。 

 

2. 経済 

【ルピー安対策を含む経済対策】 

9月 14日－15日 

インド政府は、モディ首相が議長を務めるインド経済情勢に関する政府ハイレベル会合を開催。初日にあたる14

日は、翌 15 日のモディ首相が出席する会合に向けた首相府と財務省における準備会合の形式で開催し、経常収

支対策と5つの外貨流入策で構成される印ルピー安対策を中心とする経済対策を打ち出した。15日に開催された

会合では、新たな対策案の公表はなく、政府の財政規律維持を中心に議論され、14日時点で財務大臣が述べた通

り財政規律を堅持する姿勢を改めて示した。 

【電化製品等の輸入関税引上げ】 

9月 26日 

インド政府は、経常赤字縮減を目的として 19 品目に関する輸入関税の引上げを発表した。関税引上げ対象とさ

れた主要品目は以下のとおり（2018年 9月 27日より適用）。 

（1）エアコン （2）家庭用冷蔵庫（3）洗濯機（容量10Kg以下）（4）エアコン、冷蔵庫用コンプレッサー（5）

スピーカー（6）フットウェア（7）車用ラジアルタイヤ（8）非工業用ダイヤモンド（原石除く）（9）ジュエリ

ー（宝石及び貴金属製）及びそれらの部品等（10）プラスチック製バスタブ等（11）プラスチック製キッチン用

品等（12）プラスチック製オフィス用品等（13）航空機用タービン燃料  

 

3. 外交 

【印米関係】 

9月6日 

スワラージ外相及びシタラマン国防相は、訪印中のポンペオ米国務長官及びマティス米国防長官との間で米印閣

僚級2＋2をニューデリーで開催し、共同声明が発出された。また、ポンペオ米国務長官及びマティス米国防長官

はモディ首相を表敬した。 

【印・北朝鮮関係】 

9月 20日 

インド外務省は、18日－20日にかけて行われた南北首脳会談を歓迎する旨のプレスリリースを発出した。 

【印パキスタン関係】 

9月 21日 

インド外務省は、前 20 日に開催を発表していた国連総会の際の印パ外相会談を実施しない旨のステートメント

を発出した。 
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【印モルディブ関係】 

9月24日 

インド外務省は、モルディブにおける第3回大統領選挙の成功裏の完了を歓迎し、選挙に勝利したイブラヒム・

モハメド・ソリ氏を心から祝福する旨のプレスリリースを、また、同日にモディ首相がソリ・モルディブ次期大

統領に祝意の電話をかけた旨のプレスリリースを発出した。 

【国連総会】 

9月29日 

第73回国連総会出席のため訪米中のスワラージ外相は、同総会の一般討論演説で演説を行った。また、同外相は、

国連総会の傍らで、河野外務大臣、ペイン豪外務大臣、トゥルヒージョ・コロンビア外務大臣、バレンシア・エ

クアドル外務大臣、モゲリーニＥＵ上級代表、ブリタ・モロッコ外務大臣、ポラック＝ビゲリ・スリナム外務大

臣、クナイスル・オーストリア外務大臣、ムナツァカニャン・アルメニア外務大臣等と会談したほか、ネルソン・

マンデラ平和サミット、パレスチナに関する非同盟運動諸国（NAM）閣僚委員会、BRICS外相会合、G4外相会

議、SAARC非公式閣僚会合、第9回IBSA三カ国閣僚委員会会合等に参加した。 

 

4. 日印関係 

9月 27日 

第 73回国連総会出席のためニューヨークを訪問中の河野太郎外務大臣は、9月27日午後 6時15分（現地時間；

日本時間28日午前7時 15分）から約20分間、インドのスシュマ・スワラージ外相と会談した。 

（１） 冒頭、河野大臣から、3 月末の訪日に続き再会でき嬉しい、インドは自由で開かれたインド太平洋

を実現する上での最重要パートナーであり、外相間の連絡を緊密にし、日印関係を更に盛り上げていきたい

と述べた。これに対し、スワラージ外相からは、再会でき嬉しい、本年のモディ首相訪日に向けてしっかり

と準備していきたい旨発言があった。河野大臣から、安全保障、経済・経済協力、人的交流の各分野で具体

的成果を出すべく調整していきたいと述べた。 

（２） 両外相は、自由で開かれたインド太平洋の実現に向け、インド太平洋地域における情勢について意

見交換を行った。両外相は、朝鮮半島の非核化に向けて、引き続き、国際社会が安保理決議の完全な履行を

確保することの重要性を確認した。 

 

今月の注目点：第73回国連総会一般討論演説におけるスワラージ外相演説ポイント 

 

第 73回国連総会の一般討論演説におけるスワラージ外相演説（9月 29日午前）のポイントは以下のとおり。 

 

1．インドは、SDG（持続可能な開発目標）を早期に達成するため、モディ首相の下、大規模な経済社会変革

に取り組んでいる。その結果、3億 2000万人が新たに銀行口座を持ち、5億人に裨益する医療保険計画と、2022

年までに2100万戸を目標とする最大の住宅整備計画を開始した。同時に職業訓練と起業家育成のための計画も

スタートした。1 億 4000 万人がこの計画による融資を受け、その 76％が女性である。国力向上のためにはす

べての分野における女性のエンパワーメントが重要。これまで5000万の無料ガス接続が提供された。6週間し

か育児休暇がない先進国もある中、インドは26週間の育児休暇を実施する。 

 

2．世界が直面する最大の脅威は気候変動とテロである。 

 

3．気候変動の最大の犠牲者は途上国。先進国は資金と技術を途上国に提供すべき。パリ協定においても、異な

った責任とそれぞれの能力は繰り返されている。インドは、仏と共に国際太陽光連盟（ISA）を設立した。こ

の功績により、モディ首相とマクロン大統領は、国連地球賞を受けた。現在、68カ国が ISAのメンバーであり、

今年三月の ISA会合には120カ国が参加した。 

 

4．テロは、インドの場合、国境の西側すぐで生まれている。隣国はテロの温床を作るだけではなく二枚舌で悪
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行を隠す専門家である。二枚舌の最も顕著な証拠は、オサマ・ビン・ラディンを国内に匿っていたにも拘わら

ず、特殊部隊が彼に正義をもたらした後は、何事もなかったように振る舞っている。正式な政策手法としての

テロに対するパキスタンのコミットメントはいささかも減じていない。FATF がパキスタンをテロ資金提供国

家としていることが示すように、世界はイスラマバードをもはや信じない。 

 

5．インドは、パキスタンとの対話プロセスを阻害していると非難されるが、それは全くの嘘である。パキスタ

ンとの対話がこれまで数多く開始されたが、それが止まるのはパキスタンの行動のためである。パキスタンと

の対話が開始してもパキスタンによるテロ攻撃が行われる。こうした中でどうして対話を継続できよう。 

 

6．パキスタンは、インドは人権侵害国家であると非難するが、テロリスト以上の人権侵害者がいるだろうか。 

パキスタンは自国の罪を隠すため、インドに対して欺瞞のほこりをかけることを常套手段としている。昨年、

パキスタンの代表は、インドの人権侵害の証拠写真を示したが、後にそれは他国のものであることが分かった。 

 

7．インドは過去5年間にわたり、テロリストとその保護者をチェックするためにはリストだけでは不十分であ

る主張してきた。国際法により彼らに説明責任を負わせる必要がある。1996年、インドは国連包括テロ防止条

約（CCIT）を提案した。しかしながら、それはまだ条約案のままである。テロと闘わなければならないにも拘

わらず、テロを定義することができない。そのため、賞金がかかったテロリストが賞賛されることになるので

ある。この条約の早期合意を訴える。 

 

8．国連は、その敬意と価値を失い始めている。このままでは国際連盟と同じ運命を辿るかもしれない。国際連

盟は改革できなかったため自滅した。国連は、根本的な改革を必要としている。現実に見合ったものとなるよ

う国連を徹頭徹尾変える必要がある。安保理も必要な改革を行わなければならない。この総会ではマルチラテ

ラリズムが多く議論されてきたが、インドはマルチラテラリズムを弱めるようなことは決してしない。インド

は、世界は家族であると信じている。家族は取引ではなく愛により形作られる。だからこそ、国連は家族とい

う原則に依拠しなければならない。国連は、「私」により運営されるのではなく、「我々」によって初めて機能

する。 
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 ディスカバー・インディア・クラブ5周年記念フォーラムが行われました！ 

2018 年 9 月 14 日（金）、駐日インド大使館に於てディスカバー・インディア・クラブ（DIC）発足 5 周年記

念フォーラムが盛大に開催された。DICとは、インドの歴史、文化、社会などを日本に紹介し、改めてインドの

良さを再発見してもらうことを目的にし、ラビンダー・マリクDIC会長が5年前に設立した団体である。現在、

インドを深く愛する会員が約100名を数え、日々活発な活動を展開している。 

記念フォーラムは、インド大使館と日印協会からの祝辞から始まり、マリク会長の『日印交流の新時代』と銘

打った基調講演がなされた。マリック会長は人生の大半を掛けた日印交流促進について、その歴史と意義を、温

かみをもって語られた。日印協会からは、「DIC と日印協会は兄弟の関係であり、これからもより親密な関係と

連携が必要」と平林理事長が祝辞を述べた。 

その後に、シンポジウム『私の好きなインド』の座談が始まったが、それぞれの分野でインドとの関わりを持

つ方々が関わりと成果を発表した。今フォーラムに出席して、これからインドと付合っていくには、インド人に

しろ日本人にしろ若年層が活動すべきであると痛感した。 

スリヴァスタバ・インド大使館首席公使夫人の宗教歌斉唱、日本人によるインド古典舞踏（カタック）と解

説付きのタブラ演奏、見事なボリウッドダンス披露など、今までの記念行事にはないユニークな企画で、とても

楽しい雰囲気と余韻を残してフォーラムを終えた。       （文責：日印協会 常務理事 笹田勝義、写真提供：DIC）

6. イベント紹介 

Japan-India Events 

◇ 最近のイベント ◇ 

 

＜写真左：マリクDIC会長のスピーチ、写真右：記念写真＞ 
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♪会員交流会開催のお知らせ♪ 

11月 2日（金）に今年度第1回目の交流会を開催致します。会場は、新宿中村屋 レストラン グランナです。 

皆さま、奮ってご参加下さい！ 

 

日 時：2018年 11月 2日(金) 18:00～20:00 

会 場：新宿中村屋 レストラン グランナ  

新宿中村屋ビル 8階 

[JR線をご利用の方] 新宿駅東口から徒歩 2分 

[東京メトロ丸ノ内線をご利用の方] 新宿駅A6出入口直結 

参加費(飲物代込み)： 会員/非会員4,500円 

締め切り：10月30日（火）  定  員：50名(先着順) 

 

お申し込みお待ちしております！ 

お申し込み、その他詳細は、同封のチラシをご覧下さい。 

 

 

 

『知っておきたいこれからの情報・技術・金融』 

ISBN978-4-8021-3122-3 

著者：松田純一（弁護士） 

出版社：（株）安曇出版 

価格：本体1,600円＋税 

 

 この本の中にはインドについて触れている箇所はありません。著者の松田

綜合法律事務所所長 弁護士・松田純一氏は、中小企業から大企業まで、企

業取引や海外進出の支援をしており、得意分野は M&A、労働案件、不動産

案件、知的財産権等だそうです。インドに松田事務所の精鋭を派遣し、イン

ド進出企業へのサポートを幅広く行っておられ、2014年に当協会の評議員に

就任いただきました。 

 これからの企業経営にとって知らないですまされない新技術・新知識である、AI（人工知能）や IoT（モノの

インターネット）、５G（第 5移動通信システム）、仮想通貨やブロックチェーン等「すぐそこに迫るAI、IoT時

代」に、「何をすべきか、何をすべきでないのか」を自問自答、著者は専門家とのインタビューを交えつつ分かり

易く解説しています。本書は特に中小企業者にとって参考になるのではないかと思います。それらの新技術分野

のイノベーションの多くは、実はインド IT業界が世界をリードしていることを考え合わせると、「インドとどう

向き合うかで、日本企業の未来は決まる」に通じるところが大きいと考えます。 

（文責：日印協会参与 宮原豊） 

7. 新刊書紹介 
Books Review 

◇ 今後のイベント ◇ 

 

स्वादिष्ट है! 
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『改訂新版 声に出して読む インドにつたわるパンチャタントラ物語』 

ISBN978-4-86103-116-8 

再話：マノーラマー・ジャファー 

日本語訳：鈴木千歳、絵：小笠原まき 

出版社：出帆新社 

価格：本体2,200円＋税 

 

「パンチャタントラ」は、今から 1600 年前にサンスクリット語で書

かれた寓話集です。王様から頼まれて、ヴィシュヌ・シャルマンという

老師が3人の怠け者の王子たちを教育するために話して聞かせたといわ

れる 84 の物語。パンチャとは数字の 5、「パンチャタントラ」で五巻き

の書物という意味です。幾世紀にも渡り語り継がれてきたこの物語は、様々な周辺文化にも影響を与えてきまし

た。日本にも仏教伝来とともに伝えられ、日本に伝わる民話にも似たものが見られます。世界最古の寓話、「パン

チャタントラ」に日本の子供たちにも親しんでもらうことを目的に作られた本書、誰にでも読みやすい文章で、

親しみが持てる挿絵が素敵な一冊です。                  （文責：日印協会 主務 玉岡善美） 

 

 

『すてきなともだち』 

ISBN978-4-494-09273-4 

原和訳：鈴木千歳、脚本：中平順子、絵：尾崎曜子 

出版社：童心社 

価格：1,900円+税 

 

 インドの昔話を日本語の紙芝居にした『すてきなともだち』いつも

仲良く暮らしているネズミ、カラス、カメとシカの友情の物語です。

12場面で構成されたわかりやすい物語で、クレヨンや水彩を駆使した

愛らしい絵が子供たちの好奇心を掻き立てるでしょう。物語に出てく

る猟師がインドの衣装を着ているので、舞台がインドであることがわかります。子供たちに外国の文化について

話すきかっけにしてもよいかもしれませんね。                （文責：日印協会 主務 玉岡善美） 

 

 

『新アジア英語辞典』 

ISBN978-4-384-05897-0 

編著：本名信行、竹下裕子 

出版社：三修社 

価格：本体1,900円＋税 

 

「現代のビジネスシーンに必須のアジア諸国の英語をものにする、ビジネスに、

国際協力に、留学に、アジア圏のリアルな英語を知る辞典」。こんなにも詳細に、

主要英語圏以外の英語をまとめたものがあっただろうか。現地で実際に使われる

意味と、発音、例文があり、実践的な「アジア圏の英語」を身に着けたい方に。

サイズも新書文庫程のサイズで持ち歩きにも最適！ 

＜目次＞第1章 インドの英語、第2章 シンガポール・マレーシアの英語、 

第 3章 フィリピンの英語、第 4章 中国の英語（各国の英語の特徴に関するコラムもあり！） 
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『世界の英語・私の英語―多文化共生社会をめざして―』 

ISBN978-4-342-00174-1 

編著：本名信行、竹下裕子 

出版社：桐原書店 

価格：本体2,000円＋税 

 

今や英語の話し手は、ネイティブよりもノンネイティブの方が多い時代。「日

本人に、もっと堂々と英語で自己表現をしてほしい」との願いを込めて書かれ

た本書。ノンネイティブの話し手は、「自国の言語や文化を背景に、特徴のある

英語を使用しています」。ネイティブの様に考え話す必要は全くなく、「日本人

なら日本人の発想や感性を、そのまま英語に乗せて話せばよいのです」と説き

ます。そんな、アジアの様々な英語を知ることで、自分の英語に自信が持てる、

さらに相手国の英語を知ることでコミュニケーションが上手く行く、そんな一石二鳥な一冊です。インドのビジ

ネスシーンに於て英語は最重要となりますが、第 3 部の「インドは英語大国」では、「インドのビジネス慣行と

ビジネス文書」といった実践的な内容も扱っており、『新アジア英語辞典』を一緒に持っていると実践的により深

く知ることができます。                                                （日印協会 主務 玉岡善美） 

 

 

『おしゃべりなインド舞踊―ケララに夢中―』 

編著：丸橋広実 

出版：ケララ企画 

価格：本体1,800円＋税 

 

 世界最古の舞踊を探してクーリヤッタムとナンギャールクトゥの師サディ女

史に出会い、モヒニアッタムに夢中になり、師のリーラーマ女史に出会う。そ

の大切な両師に捧ぐ、著者の 20 年間の情熱の源流を辿る一冊。インドとの関

わりが深い著者だから書くことのできる「タブーな買い物」や「毎日カレー？」

「これもアーユルヴェーダの治療なの？」など、インドの日常に潜む仰天面白

エピソードも満載。インド舞踊好きはもちろん、笑いあり涙ありのエッセイと

しても読むことができる。 

お問合せ、書籍のお申込みはケララ企画まで。Email：keralakikaku@gamil.com 

 

9月 8日（土）には、座・高円寺2に於て出版記念公演が行われました。2017年に亡くなられた、リーラーマ

師の追悼も兼ねた公演で、丸橋さんは長年に渡り情熱を注いだモヒニアッタムを師に思いを馳せながら披露しま

した。 

（文責：日印協会 主務 玉岡善美、写真提供：日印協会 個人会員 櫻井秀武） 

＜写真左：スクリーンに映ったリーラーマ女史（右）と丸橋広実さん（左）、 
写真右：モヒニアッタムを踊る丸橋さん＞ 
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〈次回の『月刊インド』の発送日〉 

 次回発送は、2018年 11月16日(金)を予定しております。催事チラシの封入をお考えの方は、日程をご確認の

うえ事務局までご連絡下さい。チラシを封入する際には、当該催事の協会会員に対する割引等特典の配慮をお願

いしております。チラシ印刷の前にご一考下さい。 

<編集後記>  日本でも実店舗を食い尽くす勢いのeコマース（インターネットでものを売買することの総称。[by ecclab]）。

外出して何店舗も回りながら商品を探す煩わしさがなく、価格比較も容易なことから、編集子も例にもれずeコマース常用者

の一人である。eコマースのお陰で、自分の持っているものが中古屋で買いたたかれることもなく、自分で出品すれば個人も

立派な中古品業者になれる。インドでもフリップカートなどのeコマースがうなぎ上りに売り上げを伸ばし、中流の家庭では

オンラインショッピングが当たり前になっている。宅配事情も改善しているようで、オンラインショッピングのハードルが下

がってきているようだ。そんなeコマースが、インドのスラムの救世主になっている。『スラムドッグ・ミリオネラ』の舞台に

もなったインド最大都市ムンバイにある世界最大のスラム、ダラヴィ地区。ここはイギリス植民地時代の工業化に伴い下層カ

ーストの人々により形成された歴史を持つ。ダラヴィの主要産業は、陶器、革、プラスチック製品や縫製。元々の住人や出稼

ぎ労働者が所狭しと肩を並べ国内外で販売される製品を製造している。スラム全体の年間収益は数十億から数百億円と推定さ

れているが、ほとんどが中間業者にごっそり抜かれ職人たちには雀の涙ほどしか落ちない。こんな現状に光をもたらしたのが、

インド人の女性起業家だった。彼女は、スラムでのスマホの普及に目を付け、職人たちが自分たちの製品を直接販売できるシ

ステムを構築した。それが、スラム職人専用のeコマースサイト「Dharavimarket.com」。本物のレザージャケットが8,000

円程で購入できる。こういったeコマースを利用し、今まで月収2万5千円程だった革職人が、海外からの直接の受注で収入

が200万円以上になった例もあるようだ。eコマースは、スラムの職人のみならず、手織りサリーの職人にとっても大切な収

入源になりそうだ。高額で取引される手織りサリーだが、職人の手に実際渡るのは1枚2,500円程度で、1枚折るのに2週間

かかることを考えると割に合わない収入だ。さらに、低価格指向が後押しし、手織りサリーの需要は落ちている。そこで、よ

り多くより広い消費者にアプローチすべく、eコマースに注目が集まっている。サリー職人たちはNGOが運営するパソコン

教室などに通い、新たな希望を見出している。こうした新たな技術によりインドの伝統が維持されることを切に願う。 

 (玉岡 善美) 

本誌に掲載致します投稿等は、執筆者のご見解･ご意見であり、 

当協会の見解を反映するものではありませんので、念のため申し添えます。
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8. 掲示板 

Notice 

入会随時受付中 

日印協会は、1903年、長岡護美、大隈重信、澁澤榮一の3名が中心となって創設されました。以来、日印の相

互理解の促進を目的として、両国の友好親善に関する事業を行ってきました。 

現在の協会の活動は、当協会の活動に賛同下さる会員の皆様からの会費によって支えられております。今後もよ

り良い活動を続けるために、当協会の活動にご賛同いただける法人･個人のご入会を歓迎致します。 

インドに関心をお持ちのお知り合いの方がいらっしゃいましたら、是非日印協会をアピールして下さい。ご希望

により、当協会の活動に関する諸資料をお送りいたします。日印協会の活動に賛同して頂ける多くの法人会員･個人

会員のご入会をお待ちしております。 

☆年会費: 個人           １口(8,000円)から ☆入会金 個人 2,000円 

学生           １口(4,000円)から 学生 1,000円 

一般法人会員   １口(100,000円)から 法人 5,000円 

特別法人会員   １口(150, 000円)から        (一般法人、特別法人会員共に)  

 

 



 

 

 

 


